
フォーバル、

IPA「サイバーセキュリティお助け隊サービス（新類型）実証事業」の実証事業者に採択

～中小企業が導入しやすい実践的なセキュリティ伴走支援モデルを検証～

株式会社フォーバル（本社：東京都渋谷区、代表取締役社長：中島 將典、以下「フォーバル」）は、独

立行政法人情報処理推進機構（IPA）が実施する「サイバーセキュリティお助け隊サービス（新類型）実証

事業」において、実証事業者として採択されたことをお知らせします。

＜報道関係各位＞ 2026年9月18日
フォーバルPR事務局

背景と目的

■フォーバルグループが可視化・伴走支援する中小企業の特徴

「サプライチェーン強化に向けたセキュリティ対策評価制度（SCS評価制度）」は、企業のセキュリ

ティ対策状況を段階的に可視化し、サプライチェーン全体のセキュリティ水準の向上を目指す制度です。

一方、中小企業・小規模事業者では、専門人材や予算、運用体制が限られ、要求事項の理解や自社の対応

状況の把握、規程・証憑の整備などを自力で進めることが難しい場合があります。

本実証事業は、SCS評価制度への対応を支援する「サイバーセキュリティお助け隊サービス（新類

型）」のサービスモデルを組成・実証し、中小企業が導入しやすいサービス体系と適切な価格要件を検証

するものです。

フォーバルは、中小企業への伴走型支援で培った知見や支援ノウハウを活用し、SCS評価制度の要求事

項を、中小企業が実行できる診断項目、改善タスク、証憑様式へ落とし込みます。さらに、ITツールの適用、

規程整備、教育、専門家確認、申請準備までを一体的に支援します。

なお、本実証は、SCS評価制度の★取得または審査通過を保証するものではありません。

▼サイバーセキュリティお助け隊（新類型）実証事業紹介ページ▼

https://www.ipa.go.jp/security/sme/otasuke-scs.html 
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実証の対象と支援方針

フォーバルは、本実証事業において、関西地域の中小企業35社を対象に、SCS評価制度への対応に向け

た伴走支援を実施します。対象は製造業を中心に、卸売業、建設業、運輸業、医療法人等の幅広い業種を

想定しています。また、35社のうち最大7社を対象として、★4を見据えたステップアップ支援にも取り組

みます。

現状把握から改善、対策の導入・定着、申請準備までを一体的に支援し、中小企業が取り組みやすく、継

続可能な支援モデルの確立を目指します。

主な取り組み

・募集・受付：参加希望企業への事業説明、申込受付、参加要件の確認、必要な同意の取得

・現状把握・初期診断：対象範囲、IT環境、既存対策を確認し、要求事項への対応状況と課題を可視化

・改善計画・対策実行：改善計画の策定、ITツールの適用、規程・台帳・証憑整備、教育の実施

・専門家確認・申請準備：セキュリティ専門家による確認・助言、不足事項の改善、申請準備支援

・成果分析：支援工数、既存対策の活用状況、企業負担、価格受容性、継続意向等を分析

企業ごとの状況に応じた支援

診断結果から改善計画、対策実行、証憑整備、申請準備までを一貫して支援します。ITツールや規程・台

帳は一律に導入・作成するのではなく、企業ごとの既存環境や対策状況に応じて支援内容を調整します。

実証事業の具体的な内容と取り組み

本実証事業は、2026年10月から2027年9月までの実施が予定されています。フォーバルでは、関西地域

の中小企業・小規模事業者を対象に、参加に関するお問い合わせを受け付けています。

本実証事業への参加は無償です。参加に当たっては所定の要件確認等があり、お問い合わせまたは申込

みの時点で参加が確定するものではありません。また、複数の実証事業者が提供するサービスへ重複して

参加することはできません。

なお、本実証への参加およびフォーバルによる支援は、SCS評価制度の★取得または審査通過を保証す

るものではありません。

実証期間および参加について

フォーバルは、本実証事業を通じて、企業ごとのセキュリティ対策状況に応じた伴走支援を実施すると

ともに、支援に要する工数、既存対策の活用状況、企業負担、価格受容性、継続意向等を分析します。

これらの検証結果を踏まえ、中小企業が導入しやすく、実効性と継続性を備えた支援モデルの確立を目

指し、「サイバーセキュリティお助け隊サービス（新類型）」の制度化に向けた検討に貢献してまいりま

す。

今後の展開

▼本事業への参加に関するお問い合わせはこちら▼

株式会社フォーバル 実証事業担当

scs-support@forval.co.jp
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株式会社フォーバル（東証スタンダード：8275）は、中小・小規模企業向けの伴走コンサルティングを

主力事業とし、「情報通信」「海外」「環境」「人材・教育」「起業・事業承継」の5分野で経営支援サー

ビスを展開しています。独自の「企業ドクター（次世代経営コンサルタント）」モデルを通じて、経営課

題の可視化から改善提案、実行支援までを一気通貫で提供し、ESG経営、人的資本経営、DX/GX推進など

企業価値向上に資する高付加価値支援を行っています。

また、地方創生戦略「F-Japan構想」のもと、自治体、民間企業、教育機関、金融機関との連携による地

域共創モデルの構築および横展開を推進しています。

■会社概要

社名：株式会社フォーバル

代表：代表取締役社長中島將典

設立：1980年（昭和55年）9月18日

所在地：東京都渋谷区神宮前5丁目52番2号青山オーバルビル14階

URL：https://www.forval.co.jp

株式会社フォーバルについて

https://www.forval.co.jp/?utm_source=pr20260925-2&utm_medium=pressrelease&utm_id=prtimes20260925-2
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